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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和1年12月26日(2019.12.26)

【公開番号】特開2018-180610(P2018-180610A)
【公開日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-044
【出願番号】特願2017-74140(P2017-74140)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  30/02     (2012.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  16/50     (2019.01)
   Ｇ０６Ｆ  16/00     (2019.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｑ   30/02     ４４６　
   Ｇ０６Ｆ   13/00     ５４０Ｐ
   Ｇ０６Ｑ   30/02     ４４４　
   Ｇ０６Ｆ   17/30     １７０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ３８０Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月12日(2019.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配信画像を配信する情報処理装置であって、
　前記配信画像と関連する関連画像を特定する特定手段と、
　前記関連画像に含まれる第１オブジェクトを識別する識別手段と、
　前記第１オブジェクトに対応した所定情報を前記配信画像に付加する付加手段と、
を備える情報処理装置。
【請求項２】
　配信された前記配信画像が閲覧される場合に、前記配信画像に付加された前記所定情報
に基づいた報知を行う報知手段
を備える請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記第１オブジェクトは、前記配信画像に含まれていないオブジェクトである請求項１
又は請求項２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記所定情報は、前記第１オブジェクトに対応した広告を示す情報である請求項１から
請求項３の何れか１項記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記識別手段は、前記配信画像に含まれる第２オブジェクトを識別し、
　前記付加手段は、前記第１オブジェクトとは異なる前記第２オブジェクトに対応した所
定情報を前記配信画像に付加する
請求項１から請求項４の何れか１項記載の情報処理装置。
【請求項６】
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　前記配信画像は、前記関連画像を加工した加工画像であり、
　前記情報処理装置は、他の情報処理装置から前記加工画像を前記配信画像と共に受信す
る、又は他の情報処理装置から受信した前記関連画像を前記加工画像に加工する
請求項１から請求項５の何れか１項記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記特定手段は、前記配信画像と一致度が所定値以上の画像を関連画像として特定する
　請求項１から請求項６の何れか１項記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記特定手段は、前記配信画像の撮影から所定時間内に撮影された画像を関連画像の候
補として抽出する
　請求項１から請求項７の何れか１項記載の情報処理装置。
【請求項９】
　配信画像と関連する関連画像を特定手段により特定する第１工程と、
　前記関連画像に含まれる第１オブジェクトを識別手段により識別する第２工程と、
　前記第１オブジェクトに対応した所定情報を付加手段により前記配信画像に付加して配
信する第３工程と、
を有する情報配信方法。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　配信画像と関連する関連画像を特定手段により特定する第１工程と、
　前記関連画像に含まれる第１オブジェクトを識別手段により識別する第２工程と、
　前記第１オブジェクトに対応した所定情報を付加手段により前記配信画像に付加して配
信する第３工程と、
を実行させるための情報配信プログラム。
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